
分子内分泌学 Molecular Endocrinology 
【ホルモン核内受容体の基礎研究を基盤とした内分泌代謝疾患・メタボリック症候群の病態解明ならび
に新規創薬】 
（教員：菅原 明教授、横山 敦准教授） 
 内分泌代謝疾患とは、簡単に言うと体内のホルモン異常によっておこる疾患のことです。この分野で
は、分子生物学的手法や遺伝子改変マウスを用い、難治性の内分泌代謝疾患や、メタボリック症候群・
生活習慣病の病態解明、さらにはホルモン核内受容体や酵素を標的とした新規創薬・治療法の開発を進
めています。 
 これまで、前立腺がんに関与するホルモン核内受容体であるアンドロゲン受容体（図 1 左）や高血圧
に関与する NURR1 が細胞内で形成するタンパク質複合体を同定しその転写制御メカニズムを明らかに
してきました。現在は、１）糖新生を活性化させる核内受容体 HNF4αを標的としたハイスループット
スクリーニング（HTS）を用いての糖尿病の新規創薬（図 1 右）、２）肥満高血圧症の原因と考えられ
る脂肪細胞由来の未知の液性因子の同定ならびにそれを基盤とした新規診断バイオマーカーの開発など
を研究しています。 
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＜先生から受験生の皆さんへ＞ 
当分野では糖尿病やその合併症の新しい薬を開発しようと日々頑張っています。興味ある方は、是非一
緒に研究しましょう！分子内分泌学分野ホームページ：https://www.molendo.med.tohoku.ac.jp/ 


